
本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。

詳細な内容については会議録を御参照ください。

1

衆議院財務金融委員会ニュース

H23.7.20 第 177 回国会第 29号

7月 20日（水）、第 29回の委員会が開かれました。

１ 平成 22年度歳入歳出の決算上の剰余金の処理の特例に関する法律案（内閣提出第 87号）

・野田財務大臣から提案理由の説明を聴取しました。

・野田財務大臣、自見国務大臣（金融担当）、五十嵐財務副大臣、松下経済産業副大臣、吉田農林水産大臣政務官及び

政府参考人に対し質疑を行い、質疑を終局しました。

・採決を行った結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。

（賛成―民主、自民、公明 反対―共産）

（質疑者及び主な質疑内容）

今 井 雅 人君（民主）

・最近の円相場の水準及び傾向並びに政府と日銀の連携

の重要性に対する政府の認識を伺いたい。

・新たなエネルギー基本計画の策定見通し及び全ての原

子力発電所が停止する場合に備えての電力確保策の検

討状況について伺いたい。

・肉用牛から基準を超える放射性物質が検出された問題

について、出荷が停止される福島県及び全国の畜産農

家への支援策について伺いたい。

德 田 毅君（自民）

・平成 22 年度決算において約２兆円の剰余金が発生し

た要因、特に税収が見通しを上回った要因について伺

いたい。

・成長戦略、震災復興、財政再建等の諸課題に対し、政

府は明確な方針を打ち出す必要があるのではないか。

・第２次補正予算の総額約２兆円という規模は不十分で

はないか。また、本格的な震災復興対策を第３次補正

予算に盛り込むとする政府の対応は遅いのではないか。

竹 下 亘君（自民）

・震災被災地を含む地方の経済にとって林業等山林に係

る産業は重要であるので、林業等の活性化策を第３次

補正予算に盛り込むべきではないか。

・復興債の在り方に対する野田財務大臣の見解を伺いた

い。

竹 内 譲君（公明）

・平成 22年度決算剰余金全額を平成 23年度第２次補正

予算の一般財源に充てる理由を伺いたい。

・最近の円高傾向について、今後の復興需要を勘案すれ

ば、金融緩和策が必要ではないか。

・財政再建のためのレベニュー債等の新制度導入に関す

る検討状況について伺いたい。

佐々木 憲 昭君（共産）

・平成 23 年度第２次補正予算案に計上している二重債

務問題対策関係経費について伺いたい。

・二重債務問題対策として、直接支援になるとは思えな

い措置が含まれている理由について伺いたい。

・再生可能性を判断する間の利子負担軽減策の適用対象

となる中小企業の範囲について伺いたい。


